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年利、％

2018/6　①6.25％　②7.36％　③7.90％

（月末値）
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（注）ﾑﾝﾊﾞｲ中央ﾋﾞｼﾞﾈｽ地区における平方ﾌｨｰﾄ当たり月額賃料。

グラフで見るインド経済 2018 年７月号（Ｎｏ．１０３） 

インド景気は回復している。ＯＥＣＤ景気先行指数は、２０１７年１１月に長期平均を超え、その後も上昇を続け

ている。４月の鉱工業生産指数は前年比+４．９％と前月の伸び（同+４．６％）を若干上回った。また、６月の製造

業ＰＭＩ（中立水準は５０）は５３．１と、「生産」や「新規受注」の堅調な増加などにより、６か月ぶりの高水準となっ

た。製造業の景況感も足元で顕著に改善している。外需をみると、５月の輸出は前年比+２０．２％と６か月ぶりの

高い伸びとなった。内需についても、５月の新車販売台数が前年比+１９．７％と大幅増となった。 

【今月のトピック：約４年ぶりに中銀が利上げ】 ６月６日に、インド準備銀行(中央銀行)はレポ金利を６．００％から６．２５％

に引き上げた。利上げは２０１４年１月以来となる。利上げの背景には、個人消費を中心とした内需拡大や原油価格の高騰

により、物価上昇圧力が強まっていることが挙げられる。５月の消費者物価上昇率は４．８７％と、中銀の金融政策委員会

の中長期的なインフレ目標である４％を上回った。金融市場では、インド経済の過熱感が強まるなかで、インド中銀が金融

政策のスタンスを現状の中立から引き締め方向へと修正するとの見方が強まっている。 

（出所）インド準備銀行、インド統計・計画実施省、ＯＥＣＤ、ＣＥＩＣ、ブルームバーグ 
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（注）各構成項目は全体の上昇率（総合）への寄与度を意味する。

グラフで見るインド経済 2018 年７月号 

（出所）インド統計・計画実施省、インド商工省・同経済諮問部・同通商情報統計局、インド自動車工業会、インド準備銀行、ＣＥＩＣ、ブルームバーグ 
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